
BACHのシャコンヌという曲 

大学ギター部時代に、あまり記

憶は定かではないが、私と同期の

長野氏の二人、ギタリストの泊ま

っているホテルで個人指導を受け

た記憶がある。それは、田部井氏

だったような気がするが？その時、

教えを請うために弾いたのが、私

の場合は、なんと BACH のシャコ

ンヌ。全曲弾いたわけではないだ

ろうが、弾き終わって開口一番「こ

の曲は、君にはまだ早すぎる！」

と言われたことだけ覚えている。 

この難曲中の難曲といわれるシ

ャコンヌであるが、65 小節目から

続く早弾きのところは、なかなか

おっつかない。しかし、ほかはそ

んなに難しくない、と思う。また、

その音楽性を理解して弾こうとす

ると難しいというのかもしれない

が、私から言わせれば、とてもわ

かりやすい曲である。変奏曲であ

ることで曲の構成がつかみやすい

こともあるが、それ以上に、ひと

ひとつの変奏が、とてもメロディ

カルであり、こんなに長大である

曲にも関わらず、全曲通して歌い

続けることができる曲である。 

さらに、その長大な変奏曲の中

に、大きなドラマ性があり、そし

て、そのドラマのテーマが壮大な

ものであろうことも理解できる。

あの 3.11 の東日本大震災のあとの

ある時にシャコンヌを弾いていて、

このどうしようもない怒り・悲し

みをもし音楽として表現するとす

れば、このシャコンヌしかないと

思ったこともある。そのことは、

JAZZ ギターリストの布川さんと

たまたま BS のカウンターで飲ん

で隣同士になった時に、「BACH の

シャコンヌほど、ギターを弾いて

いて、大きな絶望から、それを乗

り越える希望、そして超越感とい

うか悟りに近い境地を感じさせる

音楽は他にない」と、アマがプロ

に熱弁をふるったのを覚えている。 

今年の４月６日の南区大橋「カ

フェ バルエコ」で、それこそ 40

年ぶりに人様の前で、このシャコ

ンヌを弾いた。とても中途半端で

ミスが何度もあった演奏であった

にも関わらず、お客さんから「シ

ャコンヌとタンゴ・イン・スカイ」

はよかったと言われた時、シャコ

ンヌについては、演奏してる自分

が曲の中に気持ちが入っていた感

覚があったからであろう（タン

ゴ・イン・スカイは、ある程度弾

ければかっこよく聞こえる曲）。 

 

さて、ここからは、ギターを弾

くことの弾き方というか、どのよ

うな意識をベースに持つかという

ことを書いてみたい。 

というのも、昨日、高校時代か

ら大学時代にかけてお付き合いの

あった当時ヤマハのギター講師関

谷さんの50周年記念リサイタルを

聴きに行った時に感じたことがあ

ったからである。 

過去、関谷さんのギターを聴い

たのは 40 年近く前のため、すでに

記憶にはなく、最近では合奏団の

指揮をされている姿を見ている程

度であったため、どんな演奏され

ていたのか、懐かしさ半分、興味

半分の感じであった。曲目は、中

林淳眞氏のオリジナル曲が中心で、

なかなか情感のある曲ばかりだっ

た。関谷さんのギターは、ともか

く丁寧で、綺麗で、抑制されたテ

ンポでミスもなく、まじめにきち

んと演奏されていた。ただ、情感

の激しさ等のぐいぐい来るところ

はなかったが、これは、関谷さん

の解釈と私のイメージのずれの問

題かなとも思われる。あるいは、

教育者に徹されているので、弾い

ている本人が第三者的になってい

るのかもとも思てしまった。ご自

分の演奏を指導している状態のよ

うに見て、自己陶酔してしまうこ

となく、きちんとした客観的な目

で見ながら弾かれているのかな。

ちなみに、プロの中にも、音楽に

のめり込んで演奏する人と、指揮

者的にあるいは聴衆に身を置いて

客観的？な演奏するスタイルの人

もいるのだろう。あるいは、プロ

さんは、曲によって弾き分ける、

例えば、バッハでは客観的にクー

ルに、タレガの時は曲に身を任せ

て情感的にのように。 

 

今、田部井さんのシャコンヌが

流れている。渡辺範彦のような骨

太の音ではないが、共通点はあり

そうでなかなかいい。ただ、この

お二人もどちらかというと、客観

派？かな。さて、この私自身の演

奏スタイルは、どちらなのだろう。

まだまだ、そのどちらにも属する

ことができない、つまりは、音楽

以前の状況かも・・と、反省して

しまう今日この頃でした。 

（続く） 
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ギターCD レビュー from yakateru(第２号) 
今年になって、やたらとギターコンサートへ出向くようになった。恐らく、この５０

年近いギター人生でこんなに人の演奏を聞きたいと思ったのは初めてではな
ろうか。日本酒やワインと同じように、比べてわかる美味しさもあれば、そのもの
で感動する美味しさもある。当然、本物は後者であろうが。・・・・・・ 

唯一、プロに師事してもらった田部井氏？の CDを聴きながら 

 



 

 


